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試験研
究年次

Ｉ目的

3２特産T果樹のj生産安定と商参品性向上r技術､の確立

（２）リンゴの品種適応性
分類 ①

58～２年（完了）

暖地向き品種の中から、本県に適応する品種を選定して、
生産安定と商品性の向上を図るための資料とする。

リンゴ栽培の

Ⅱ試験方法

１供試材料
台木：Ｍ９

穂木品種：夏緑、花祝、みちのく、つがる、夏香、轟系つがる、
紅月、千秋、陽光、ジョナ・ゴールド、王林、ふじ

２供試場所場内圃場

３試験区の構成
各品種４本供試

４試験処理

場所：場内
植え付け：５９ 年 ３ 月 ．

整枝法：スレンダースピンドルブツシュ（細形紡錘形仕立て）
栽植距離：４．０ｍ×２．５ｍ（100本／ｌＯａ）

Ⅲ主要成果の概要

本県では早生種
，

び晩生種の‘王林
‘つがる

９

‘ふじ、

の着色系枝変わり‘夏香，、‘轟系つがる，及
,を主力として、中生種の‘紅月’、‘千秋，

及び‘陽光
，

を組み合わせた品種櫛成が良い。

ｌ早生種の‘つがる’は収量が多く品質も良好であるが、着色はやや劣
る。つがるの枝変わり品種‘夏香，及び‘轟系つがる’は‘つがる’よ
り着色が良く、収量・品質も同程度である。

２中生種では、
６

紅月
，

、 晩生種は‘王林 及び ふじ，が収量・品質が

３

４

優れる 。

４

千秋’は収量はやや低いが食味が良い。‘陽光’はサ･ビが多いが、果
実が大きく、着色が良いので、中生種の主要品種として有望である ◎

４

花祝’は着色及び食味とも不良で、 みちのく
，

は サビ と裂 果が 多い

。‘ジョナ・ゴールド’は果実の生理陣J害が多く、しかも果肉が軟化しや
すい。これら３品種は本県Fでの適応性は低い。
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Ⅳ 主要成果の具体的デー タ － － ‐
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注）着色％は果面のｶﾗｰﾁﾔｰﾄ色の割合

Ｖ成果の評価と取扱上の留意 点
暖地におけるリンゴの品種導入の有効な資料となる 、

Ⅵ今後の研究上の問題点

本県に適応する優良系統の選定
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